
「口腔がん・がん口腔支持療法に携わる医療者養成コース」

講師 森 泰昌（国立研究開発法人国立がん研究センター

中央病院 病理診断科医長）

座長 野村武史（東京歯科大学口腔がんセンター）

令和6年度がんプロ企画
講演会

口腔・顎顔面領域悪性腫瘍の
分子病理における現在

日時：令和6年12月12日（木）18：00-19：00

場所：東京歯科大学市川総合病院

歯科・口腔外科外来（対面開催）

主催：次世代がん医療を担う多職種人材養成プラン

WHO頭頸部腫瘍分類第5版が2024に発刊された。これ
らに収載されている様に口腔顎顔面腫瘍病理学に数多く
の進展があり、固有の難問をさらに複雑にしている。新
しい病態・病因となる分子変化が発見され、診断分類ス
キームの大きな転換が提案されている。本講演では、分
子診断技術における最近の進歩に加えて国立がんセンタ
ー中央病院で取り組みについても供覧する。
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